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大阪湾広域臨海環境整備センター
理 事 長

大阪湾フェニックス事業のシンボルマーク。
右側の楕円形は近畿２府４県の大阪湾圏域
と大阪湾、小円形は大阪湾に浮かぶ人工島。
中央の直線は、圏域から一大事業を投じる
という意味を表しています。

大阪湾フェニックスセンターのマスコット
キャラクター「フェニックスちゃん」。
伝説の不死鳥「フェニックス」をモチーフに
親しみやすいキャラクターとして図案化。
センターへの搬入車両に他の車両と区別
するため、車体外部への貼り付けを義務
づけています。

40周年を記念したロゴマーク。
2府4県から集められた廃棄物を虹色で表現。
数字の0は何もない海を意味し、埋め立て新
しい大地を創造してきた「フェニックス計画」
を表現しています。

Anniversary
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　大阪湾広域臨海環境整備センターは、本年３月で設立40周年を迎えることができました。これも
ひとえに、関係者の皆様方のご理解とご協力の賜物であり、心から感謝申し上げます。

　センターは、大阪湾圏域から発生する廃棄物を適正に埋立処分し、大阪湾圏域の生活環境の
保全を図ること、及び埋立によってできた土地を活用して、港湾の秩序ある整備をし、地域の均衡の
ある発展に寄与することを目的とし、昭和 57年に全国で唯一、府県を越えて広域的に廃棄物処理を
行う組織として設立されました。

　昭和 60年に当初基本計画の認可を受け、平成２年の廃棄物受入開始以来、大阪湾圏域から生じる
廃棄物を９つの搬入基地を経由し、１期処分場（尼崎沖、泉大津沖）と２期処分場（神戸沖、大阪沖）
の４つの処分場で、約1.1億トンも受入れてきました。受入対象区域は、当初の近畿２府４県 159 市
町村（約 9,700ｋ㎡）から現在では169 市町村（約18,400ｋ㎡）へと拡大し、約２千万人の住民の生
活環境の保全と地域の均衡ある発展に寄与しています。
　また、災害時においても、特に阪神・淡路大震災の際に発生した災害廃棄物をセンターで約280万ｔ
受け入れるなど、復興に大きな役割を果たしました。

　現在、１期処分場の尼崎沖埋立処分場は令和３年５月に全ての受入れが終了し、泉大津沖埋立処
分場は令和３年３月に廃棄物の受入れを終了するなど埋立が進み、その土地は物流関連や中古車
オークション等の用地として利用されています。

　一方、センターが設立されて以来40年の間に、事業をとりまく環境は大きく変化しました。
　循環型社会の形成が進む中で３Ｒが進展し、近年では平成19年度をピークに受入廃棄物量の減少が
続き、現在では約３割にまで減少しています。また、管理型処分場に対する規制強化が進み、土地
利用の制約や土地評価額の減少のほか、処分場廃止までの期間も長期化しています。

　このような中、センターにおいては、廃棄物量減少に応じたコスト削減や施設の延命化対策の
取組のほか、「2050 年カーボンニュートラル」の実現に向け、二酸化炭素の排出抑制など、環境に配慮
した取組等を進めています。
　また、現在、４処分場全体の埋立進捗率は既に８割を超えており、３期事業について関係者の合意に
向けた調整を行うなど、早期の事業着手を目指して取り組んでいます。

　これからも、廃棄物の広域的な最終処分と港湾機能の充実を担う全国で唯一の組織として、廃棄
物の安定的な適正処分を通じて循環型社会の進展や地域創生に貢献すべく、役職員が一丸となって
取り組んでまいりますので、より一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。



大阪湾フェニックス計画

大阪湾広域臨海環境整備センター

広域臨海環境整備センター法（昭和 56 年法律第 76 号）

昭和 57 年 (1982 年 )３月１日

服部 洋平（兵庫県副知事）

大阪市北区中之島二丁目２番２号　大阪中之島ビル９階

近畿２府４県 169 市町村

４港湾（尼崎西宮芦屋港、堺泉北港、神戸港、大阪港）

(1) 港湾管理者の委託を受けて次の業務を行う。

　・廃棄物埋立護岸の建設及び改良、維持その他の管理

　・廃棄物埋立護岸における廃棄物による海面埋立てにより行う土地の造成

(2) 地方公共団体の委託を受けて次の業務を行う。

　・一般廃棄物等の最終処分場の建設及び改良、維持その他の管理

　・一般廃棄物等による海面埋立て

　・前に掲げる施設の円滑かつ効率的な運営を確保するため搬入施設等の

　　建設及び改良、維持その他の管理

(3) 産業廃棄物の最終処分場の建設及び改良、維持その他の管理並びに

　 産業廃棄物による海面埋立て

(4) 前各号の業務に附帯する業務

１億 3,700 万円

[地方公共団体(175 団体 ) ]

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、大津市、京都市、

大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市　他 163 市町村

[ 港湾管理者 (４団体 )]

大阪港港湾管理者、堺泉北港港湾管理者、神戸港港湾管理者、

尼崎西宮芦屋港港湾管理者

[ 管理委員長 ]

大阪府知事

[ 管理委員 ]

滋賀県知事、京都府知事、兵庫県知事、奈良県知事、和歌山県知事、

大阪市長、神戸市長

名　　称
根拠法律
設　　立
理 事  長
所 在 地
広域処理対象区域
広域処理場整備対象港湾
業　　務

資 本 金
出資団体

管理委員会

大阪湾圏域の広域処理対象

区域から発生する廃棄物を適正に埋立

処分し、大阪湾圏域の生活環境の

保全を図ること。

埋立によってできた

土地を活用して、港湾の秩序ある

整備をし、地域の均衡ある発展に

寄与すること。
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大阪湾広域臨海
環境整備センター概要
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　私たちの毎日のくらしや、さまざまな産業活動から排出される膨大な量の廃棄物。その発生
抑制、再生利用、中間処理による減量化を進めた上で、適正な最終処分を行うには、私たち一
人ひとり当事者として、お互いに力を合わせて取り組まなければならない大きな社会的テーマ
になっています。

　しかし、近畿圏の内陸部はすでに高密度の土地利用が進み、個々の地方自治体や事業主が
最終処分場を確保するのは、きわめて困難な状況です。
　そこで長期安定的に、また広域的に廃棄物を適正処理するため生まれたのが大阪湾の埋立に
よる「大阪湾フェニックス計画」です。名称のフェニックスとは、廃棄物が土地になってよみ
がえるという意味です。
　同計画には、下記の 2  点を目的に廃棄物の適正処理と都市の活性化に対応することとしてい
ます。
　
　「広域臨海環境整備センター法」が昭和 56 年に制定され、昭和 57年 3 月には焼却灰や産業廃
棄物の処分場に悩む近畿 2  府 4 県 159 市町村（約 9,700ｋ㎡）と４港湾管理者が出資して、同法
に基づき、大阪湾広域臨海環境整備センターが設立されました。
　設立以降、市町村で最終処分される廃棄物の多くを処分し、現在で は、近畿 2 府 4 県の関
係自治体 169 市町村（約 18,400ｋ㎡）から発生する廃棄物の適正な処理を行い、生活環境の
保全に大きな役割を果たしています。



1976-1991 ４０年のあゆみ
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（尼崎沖埋立処分場）

（泉大津沖埋立処分場）
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（尼崎基地） （津名基地）

（泉大津沖埋立処分場）

（尼崎沖埋立処分場）

大阪湾広域臨海環境整備センター

４０年の記録
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平成9 年

11
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…
…
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戸
基
地
移
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…
…

神
戸
沖
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月…

…
…
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…
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基
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阪
沖
埋
立
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平成12 年

（95.1.24 ～ 97.3.31）

（大阪基地）（大阪基地）

（泉大津沖埋立処分場）

（堺基地）

（和歌山基地） （神戸沖埋立処分場）

（神戸基地）

（神戸沖埋立処分場）

（大阪沖埋立処分場）

（泉大津基地）

（神戸基地）
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姫路基地

津名基地

神戸基地

尼崎基地
大阪基地

堺基地

泉大津基地

播磨基地
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http://www.osakawan-center.or.jp/images/40kiroku/izumi_1991_2021.pdf
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（千t)◆大阪沖埋立処分場廃棄物受入実績
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